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1.はじめに	
  

	
 宅地等の開発に伴い、洪水調整池の整備が行われる。このような調整池は、人との距離が近いことから、

洪水調整だけでなく親水空間としての要素も付加される場合も多い。しかし、調整池の水質悪化や親水空間

の安全性の確保が懸念されている。そこで、佐賀市兵庫北土地区画整理事業に伴って作られた調整池（3池）

を一つの事例として取り上げた。この調整池は、年間を通して水の入れ替わりが少なく、アオコ発生等の水

辺環境の劣化・水質悪化の恐れがある。また、親水公園としての利用も計画されており、調整池の一部には

親水性に配慮した「馬洗い場」などの施設も整備されている。本稿では、周辺住民の親水空間に対する意識

調査を実施し、目標水質等を検討すると共に、調整池の水質浄化に関する価値を仮想評価法（CVM）で評価

した。 

2.アンケート調査の方法 

	
 アンケート調査の概要を表－1 に示す。

アンケート調査は、佐賀市兵庫北区画整

理事業地内の住民に対して行った。1,295

世帯のポストに一件ずつアンケート用紙

を配布し、回収数は 234部（回収率 18.1%）

であった。CVM では、回答しやすく無

回答が少ないという特徴のある支払カー

ド方式 1）（さまざまな支払意志額の中か

ら回答者が一つを選択する方式）を採用

した。水質浄化に係わる運転・管理の費

用負担額については毎月払いの負担額と

して尋ねた。集計対象は、無回答 2 部

（0.9％）と抵抗回答 88部（37.9％）を除外した 142部（61.2％）とした。 

3.アンケート調査の結果および考察 

3.1回答者の属性 

	
 アンケート回答者の属性の特徴をまとめると以下の通りである。（1）男性が 70％以上。これはアンケート

の回答を世帯主に求めたためである。（2）年齢は 30 代が多かった（40.0％）。（3）職業は会社員が半数以上

（51.7％）。（4）年収は 400~600万円が多かった（33.9％）。 

3.2住民の親水空間に関する意識と求められる水質について 

	
 図示はしていないが、住民の約 85％が親水空間の整備に興味を示し、半数以上の住民が今回のアンケート

で興味を持つようになったという回答を得た。質問 2において、「環境問題に関心を持っている」と回答した

住民は、「少しある」、「とてもある」をあわせて 96％であった。このことからも、環境問題や親水空間に対

する住民の関心は高いと言える。 

	
 次に、住民がどの程度の水質を求めているかを、「におい」と「透明度」で問うた。結果を図－2、図－3 に

示す。この結果から、住民が望んでいる水質は、親水利用目的別水質目標 2）のランク B以上に相当する。ラ

ンク Bは、水のにおいが不快でなく、透視度が 70cm以上である。 

表－1	
 アンケート調査の概要 

調査対象 佐賀市兵庫北土地区画整理事業地内の住民 

調査期間 平成 22年 12月上旬~下旬 

調査方法 各世帯へポスティングし、郵送により回収 

調査項目 

質問 1	
 個人属性 

質問 2	
 環境への関心・行動を問う質問 

質問 3	
 認知度、興味関心、支払意思額、 

	
 	
 	
 	
 安全性を問う質問 

質問 4	
 自由回答欄 

配布数 1,295部 

回収数（回収率） 234部（18.1％） 
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